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はじめに  

戦後のわが国は、高度経済成長を維、都市化、工業・商業仁義化、情報化が進行し、／一ど  

毒）を放り巻く環境も核家族化、少r一化、近隣との人l開聞係の希薄化等が＝然な7▲どもの発達  

環境の崩壊、家庭〝）養育機能の低1、▲を招来している′〕  

1960隼代にジョン・ボルビーは、r一どもの心〝）発達について親と「一の絆としてのボンディ  

ングの重要性を掟l円しているし 

また、ロヒ’、ン・カー・トス／ルナ、ィス・S・ワイ1トらはその著【育児室からの亡霊」で乳幼児期〝）j′一どもの  

発達には、遺伝・牛物′、邦勺要素や仙榊寺外傷等〝）要因と養育者〝）態度等の育児環境等の社会  

的要因が閲㌧し、．■帖章後数ヵバ閃の閲わりが特に重要であると述べているし、   

去た、社会的射人】としての養育ネのありん▲に閲して、成長してからの暴力防出二つながる  

養育者との安定二した愛着形成（、こ二0他首への共感、（烈ネガティブな情動を制御し心を均衡させ  

高次の認識処理能 ることを学習する機会、葦力を発達させる機会）の重要性を説いている、，   

最近、キレルF一ども、キレル人人が多くなり、学級崩壊、J′一ども虐待、Ⅰ）V、J′一段L、親  

殺し等々大きな封二会関越にな ／⊃ている。特に、 7・ども虐待の悲惨なニュースは毎［」のように  

流れている。   

その厘［太1は、胎兄期・乳幼児期の養育者と叫某イ系までさかのぼることができる∩ 二の特期  

〝）親の授乳・抱く、あやす等の愛帖たっぷりぴ）養育者の予どもへ♂）接しんやスキンシップ等  

がそのr一の・／上のニニろぴ）ありノノ▲をノノ向付け、r一ど≠〕ぴ）こころを育むこJ′一どもは、轟百者（け  

親）と・プ）関わりを通じて、他者に対する信相感・共感を学び、エリクソンのいう」甜．沌iを獲  

得する。。また同時に、泣くことにより赤ん坊は、素和こお腹が「ナーいた、オムツが気持ち悪い、  

抱いて欲しい等々〃）什分の気持ちを表現し、それを去た侵親が受け入れ、応えていくことに  

より、＝分が＝分であっていい」というl′」⊥H頼感あるいはl′】」肯定感を獲得していく。ニ  

れらのことにより、／一どもは、人生を肯定的に捉え、他肯とのポジティブな人間閲係を築い  

ていく心の頂点とも．；‾うべきありノノを乍びとっていくしJ   

また、9歳までの間に、心〃〕ブレーキとも．‡うべき抑制力〔／）育成上幸〕家庭における養育者  

のしつけともいうべき供けブり万の重要什が「；▲われている。」   

ニの重要な僅親〝）乳幼甘酢のナどもへの接しん・関わりノバま、従来親から／一に、J′一から孫  

にと家族間でまた、近隣の地域住民との聞で伝承されてきたアー市て文化ともいうべきもノ）で  

あるし〕都‥りと、核家族化等に伴いこれらの文化が継承されにくい現状がある   

このような現状を鑑み、二の度、独）－／二子J一政法人「］本福祉医療機構の「r▲育て文援基億」（一  

般分）助成を受け、養育者への教育支援教材として胎児期から乳幼兄期のr・どもへの閲わり  

ノノ・スキンシップの重要什をといたビデオ教材（1）VL））「ふれ愛▼」を作成した。   

r・育て支援の閲係昔をはじめ、養育者一の皆様に広く活月圧、ただき、楽しい育児が拡がり、  

j′一ど行虐待が二L例でもlリ川二され、すべての千ど≠）の心の健全な育成がなされることを心からJ  

願っている 
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Ⅰ 母と子のコミュニケーションを図る育児ビデオ（DVD）作成報告  

1．【ビデオ作成の目的】   

、ド成15隼度l】本J′▲どそ）ノ．り柑；小1二研究会教ff．講師こおいて、、巨成12牛度隼情180仙川．り   

子、－けとが推定され、約、仁放は牛後02カバであることが裾l，∵された  

死Lに乍らなくて子，、二の時期侶ネブレストが成1ふ後に及げす旧刊け瀦冴であろニヒが   

明らかにされていろ王た、梢や伸章．車け殆どが人肌関係の′′仁腔とJ‘われているが、その関   

係件は骨／ト後かrJゾ）ボンディン㌢形成に上る「情緒的応筈件」に上り右‘千われるニヒが川ト、J   

かにされている 

－ノバ十祝H、核家旅化の現作、付舟山）モデルが無い王まノ叉吐こ（ノ）ノ乏しい′卜後2力＝頃王で   

の我がJ′一へ〃〕対止二にl恒F】iし、心の「自てをl打祝したストレスノ）多いj′イデてをスタートさせ   

ていることが多く、ボンディング形成に関するけ親への教存友ほが必虻でぁり、その際、   

効果的な視龍教材が求められているそこで、／H＝1ボンディング什；JJにを化すことにとり、  

ト一拍糾勺ノノここ料、ノ相川一子われるJ′イデてやJ′一ど≠JJ．早待といったfデリ上／）危機的なエリこ況を少Lで≠）改差   

するために、姓帰及び「存て■い〃）付親及び家旅へ、映像にL上りル（ノ）サインソ）．甘みん‘と純J′－   

ノ）コミュニケ←シ三Jンぴ）ありノノがハ困′付こ信えることが川来る視党教材として、けとJ′一山   

コミュニケーー シ三Jンをlズ†るビデオ（Ⅰ）Vl））を作成した 保護誹▲をけじ粛）j′イfてに関ろL   

り多くの梓橋に清川される上う 、その洋及にもぅチめたい  

2．【ビデオ作成検討委員会】  

1）設置目的   

J′－ども虐待〃汗二とJ′・どもルL、を育むビデオ（Ⅰ）VI））教材作戌■け業に、⊥1たり、ビデオ山  

シナリオ作成及び作成でにl是jする検．㌻寸会を寺」‾◆う   

2）検討委員会構成  

委貰長  岡木f∴〔代「▲（本会刷会長）   

刷委＝k  ノ侶侶㍍右′一 川本助J凋巾会正邪支部理車）   

刷委員ユ遠  州＝俸尚美（本会ヤ務理率）  

委＝  上之？川l荘久美 川本助荘師会北諭朝川．淡＝）  

杏土1  f．舶壬け字J′▲（fJ本1リノ／渕巾会根本期≠．削り  

委il  榔塑久J′▲（膣症こj■這塾人′、神主′、；ご二部′卜児科．講師）  

委貢  越山茂代 曲浦搬頂上壱、前JAIノC代表）  

安土、1  雌」1二宮J′・（助吊粥一こ勤務助庫師）  

委員  汗角 二 二「一（職主1）  

委巨1  増‖美恵イ 川哉H）  

一1－   



3）検討委貞会開催日時および内容  

＜第1回ビデオ作成検討委員会議事録＞  

日時 ：平成19年6月5日（火）10：00～12：00  

場所：日本助産師会2階会議室  

出席者：岡本委員長、菅沼副委員長、加藤副委員長、渡辺、長谷川、岡田、越山、藤井  

江角、増田  

10：30～11：30ビデオ制作会社の出席3名あり  

書記  ：増田（事務局）  

1．本事業の概要説明   

岡本委員長より本事業の概要について資料に沿って説明。  

「より良い母子関係、親子関係を構築することにより育児の危機的状況を改善し、子ども虐   

待を予防することに繋がる。妊婦と子育て中の母親及びその家族に対して、親子のより良   

いコミュニケーションの取り方を具体的に指導する育児用教材を作成し、市町村保健セン   

ター等関係機関に配布する事業である。」  

2．委員の紹介   

岡本委員長より各委員の紹介。  
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委員長  岡本喜代子  

副委員長 菅沼美奈子  

副委員長 加藤尚美  

長谷川喜久美  

岡田啓子  

渡辺久子  

越山茂代  

藤井智子  

江角二三子  

増田美恵子  

（日本助産師会副会長）  

（日本助産師会京都支部理事）  

（日本助産師会専務理事）  

（日本助産師会思春期相談員）  

（日本助産師会思春期相談員）  

（慶応義塾大学医学部小児科講師）  

（助産院院長、前JALC代表）  

（助産院勤務助産師）  

（日本助産師会事務局長）  

（日本助産師会事務局職員）  

3．今後の事業の進め方  

1）検討会について   

検討会は日本助産師会で開催する。  

① シナリオ検討会は2回（6月5日、7月3日）行う。  

② ビデオ撮影検討会と修正検討会は一緒に行う。  

③応募ビデオの審査は藤井氏に依頼する。  

④ 編集内容の検討は途中で行う。その際にアンケートの検討も行う。  

⑤ 編集結果の確認と今後の普及検討会を一緒に行う。   

2）ビデオ撮影について  

（丑ビデオ撮影は基本的に京都で行う。  

ー2－  



老一般のガにホームビデオの碁集もイ十う〔 

③予算の関係上、ビデオ制作会社に緑彩を依頼する期間は1週間とする 

亘）ホームビデオを浦川して板野期間を短縮するし、最近のホームビデオは画像がょいので、   

H庫彼の場面などはホームビデオで撮影し、よい場面を進んで上手に編集する 

⑤ビデオ制作会社にホームビデオの粘りノノを文書で敢えてもらい、京都の幌彩常に渡す  

また、ブロ川のカメラを貸してもらう（貸Lj1料チ無料）。   

⑥予めいくつか場面を鋸影してプロに見てもらう′。   

の次回の委H会圭でにポイントとなるシーンが視れるように、京都でできるだけホームビ   

デオの撮影を子」二う 

：う）報苦書  

ビデオ及び袖寺土子苦は7000部作成し、支部、 行政、閑適川体等に配付するノ  

1．ビデオ（1二）VI〕）について  

1）コンセプトについて   

けチのコミュニケーションの中でも、専門家が見ると意Lし締）ある場面がある、、付J′一〝）絆   

を示す場面を耐像できちんとり」り放ることで、家族ヤ一般（ハノバこもインハクトのある映像   

となり、専門家の専ll冊牛も上がる∴ け「の身近にいる助ノ捌巾だからこそ感じることぴ）でき   

るけ子のコミュニケーション場耐を撮揖し、解説を加えることで、け親がり己と〃）コミュニ   

ケーションを自然に身につけられるようなビデオとする「、   

2）対象者 ：妊婦と裾婦及び0歳児（幼児は対象にしない）   

こミ）作成教材：ビデオではなくDVDとする。   

4）時間  ：約30分を目安とする。〕  

く第2回ビデオ作成検討委員会議事録＞  

l川‡  竹｝丈二L9隼7Jゴ3し］（火）10：00～12：00  

場所  Lj本助産師会2階研修会  

H席者：菅沼副委員長、加俸副委員長、渡辺、長γりIl、岡H、越山、藤井、汗ffj、増H  

ll：00～12：00ビデオ制作会社の出席2㌢－あり  

欠席者：【河本委員長  

書記  ：増H（事務右】））  

細工t～  

（甘原副委員長より）  

1．遠野（わらべ歌）に交渉に行ったが、ビデオ任用の「承を得られなかった。 

2．ビデオ制作会社上りビデオを倍町受け、委員が撮影を開始した√J  

議事  

1．前回屈指穣綽）確認  

2．シナリオの内容検討  

－3－   



①前回の意見を参考に場面を並べ替えた。   

②生まれたての赤ちゃんの場面から始め（ビデオの意味を伝える）、赤ちゃんに焦ノたを当て  

る。   

③2（渡辺先生のコメント）の前に、3（出産直後の早期接触）、4（入院中の赤ちゃん）、  

5（母子同室）の場面をまとめる。   

④1（クーイング）の場面は、19（赤ちゃんの意識が冴える姿勢）の前に入れる。   

⑤今後、撤影して、映像をみながらシナリオを修正していく。  

3．今後のスケジュール   

1）撮影について   

①予算上、撮影目数を減らし、撮影スタッフは最小限の人数で行う。   

②10月第1週の上曜日を中心とした4日間に関西の槻影を行う。   

③渡辺先生の撮影は会議時に行う。   

2）ビデオ編集について   

①撮影した良い場面は自分たちの感性で切り取り、編集者任せにしない。   

②菅沼副委員長がビデオ制作会社で第¶一段階のビデオのふるいわけ（絶対使わないものを   

捨てる）を7月中に1回行う。   

3）公募について   

①以下の2場面のビデオを公募する。   

・お母さんと赤ちゃんが向き合って話しているところ   

・はいはいする赤ちゃん、よちよち歩きをする赤ちゃん  

②ビデオの主旨をよく説明し、ボランティア（謝礼はなし）で、京都新聞の紙上で公募す   

る。  

③ビデオは返却せず、この目的以外には使用しないことを明記する。  

④8月末までにテープ又はDVDで応募してもらう。  

4．その他   

コンセプトの確認  

「赤ちゃんに対する尊厳のある、インパクトのあるビデオ」とする。  

＜第3回ビデオ作成検討委員会議事録＞  

日時：平成19年10月1日 川）10：30～17：30  

場所：日本助産師会4階会議室  

出席者‥岡本委員長、菅沼副委員長、長谷川、岡臥江角、増田、ビデオ制作会社2名  

欠席：渡辺、藤山、越山  

書記：増田（事務局）  

議事  

1．Ⅰ）VDに使用する映像の選定（第1回目）  
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＊ホームビデオで撮影した映像の中から、以卜の場面の映像を選定したしノ   

妊娠「f丁：妊婦健診   

出産前後：′家族の関わり、初回授乳、H産後の杜児、わらべ歌、粋性的没頭   

家森先生と新生児・2ケ月児：姿勢のポイントの説明、腹臥位、迫視、微笑  

：うカ月児：電車を見る、絵本を見る、腹臥位   

おんぶ：台所、散歩、盆踊り   

愛着 （1歳）：動物㈲  

2．今後のスケジュールの検討  

1）京都での撮影  

11：00′一し12：00  

15：（）0′一＼－  

2）東京での撮影  

15：00′＼ノ16：00  

1（う：00～17：00  

10ノj5［1（金）  

ベビーマッサージ（京都府助産師会）  

件■圭一‾先／上二のコメント、池田先生の説明、′実演（あゆみ助産院）  

】0月18fj（木）  

i†し乙女先′Lエコメント撮影  

渡辺11J巨コメント撮影（予定）   

3）I）＼JDに使川する映像の選定（第2回H）  

10ノ］26l】（金）、29し」（差）、30しj（火）のうち、ビデオ制作会社の都合の良いH程  

とする 

こう．次回委員会  

10月 ＝＝」（木） ‖）：こう0～15ニ00  

次回スケジュール  

10：こう0～12：0（）   Ⅰ）＝）タイトル、アンケートなどの検討  

1ニう：00へ′15：00（P定）撮影ビデオ検討会  

＊ニの時ノたまでに搬影したビデオの試写を行い、検討する。  

く第4回ビデオ作成検一汁委員会議≠録＞  

＝昨 、n或19隼10上ヨ18［」（木）10：30～19：00  

場所 ：日本助†童師会 4階会議室  

J川南者：岡本委妄1長、菅沼副委員長、加藤副委員長、渡辺、長谷川、岡田、江角、増田  

13：00′、、一19：00ビデオ制作会社のノノ2キ′－  

欠席者：越Ill、藤井  

書記 ：増＝（事務＝）  

報H  

（ビデオ制作会社上り）  

1．ニれまでの板彩について  

京都で〃）舶影は10J】5し】に終」ノした。ノ  

2．講師コメントの撮影予定について  
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10月18日 14：00～15：00 渡辺久子先生  

15：00～16：00 早乙女智子先生  

16：00～17：00 菅沼副委員長または岡本委員長  

議事  

1．前回議事録の確認  

2．DVDタイトルの検討   

「赤ちやんとの楽しいふれ愛～母と子の豊かなコミュニケーションのために」に決定。  

前編：新生児編、後編：乳児編とする。  

3．10月5日撮影分の内容検討   

①試写を見ながら、必要な映像を決定し、テロップやナレーションを決定。   

②新生児の抱き方は、人形ではなく本物の児で撮りなおす。   

③おんぶの実演は帯の当て方が不安定なので、同じ児で頼りなおす。  

4．評価アンケートの検討  

（ヨアンケート案に基づいて検討し、設問を修正。  

（訝DVDを使用するまでには至らないため、活用状況の把握ではなく、析用予定を尋ねる。   

③Mではなく、郵送で返信してもらう。  

5．本日撮影の内容確認  

渡辺先生、早乙女先生、岡本委員長の撮影を予定通りに終了し、内容を確認。  

6．今後のスケジュール  

来週中   撮りなおし場面の撮影  

1月上旬： ナレーションを入れる（ナレーションには立ち会う）  

2月中旬： DVD納品  
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＜第5回ビデオ作成検討委員会議事録＞  

目時：平成19年11月20日（火）10：30～16：00  

場所：日本助産師会 4階会議室  

出席者：岡本委員長、菅沼副委員長、加藤副委員長、渡辺、長谷川、岡出、江角、増旧  

ビデオ制作会社の方2名  

欠席者：越山、藤井  

書記 ：増田（事務局）  

議事  

1．前回議事録の確認  

2．編集内容の検討  

テロップやナレーションの検討を行い、修正。  

3．前回からの取り直し分の検討   

1）抱っこについて  

．
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、
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撮影内容の重複部分を整理。   

2）おんぶについて  

おんぶひレの完成場面、兵児帯の台所場面、家庭菜園の場面を採仔上 

4．10ノj18［］撮影分の内容検討   

インタビューの撮影は非ノ常によい内容だった、  

5．nVロジャケソトの検討   

①表にはイラストではなく写真を人れる。、   

②次回写真を持ち寄り、その中から選択する（二女√氏にも写真の貸出を依頼する）。  

（諌ジャケッrl・の仁いに人れる説明岩も次回までに考える 印刷」】、長芥川、岡本）  

④ジャケットぴ）央耐二人れるⅠ）V【）内容や協力者などそ）次回までに考える′＝〕  

6．評価アンケー トの確認   

アンケートは次隼度に子」二うことにする（ 

7．今後のスケジュール確認  

最終試写、最終シナリオ決定（5回ビデオ作成検討委員会）  

ジャケット決定  

ナレーション録音立ち会い  

DVD完成、発送「定  

12月  

1月中  

2ノj  

＜第6回ビデオ作成検討委員会議事録＞  

廿時 ：平成皿9隼12パ17fJ（月）10：00～15：30  

場所 「】本助産師会 4階会議室  

出席者：岡本委員長、菅沼副委員長、加藤捌委日長、良谷」ll、岡＝、越山、藤井、江角、岬  

H、ビデオ制作会社び）ん2名  

欠席者：渡辺  

書記：増田（や務＝）  

議事  

1．前Fil議事録の條．認  

2，シナリオ・舶影分の最終内容〃）検討   

①車前に配布されたシナリオに基／ういてテロツフとナレーションの表現を検一汁。  

②越山委貢に授乳場面iを見てむらい、テロツブとナレーションを修jl三。   

③試写を観ながら、ナレーションとテロップの最終的な追加、修正し）   

④岡本委員長のコメントの追加鴨川は28日に決定。〕   

⑤Ⅰ）VI）のテロップには廿潰甘の詳細な肩書きは入れず、出演者、協力者は別に記載。   

⑥出演者、協ノノ者の氏㌢，、肩書きなどは12パ28日の文字入れまでに確孟‰   

⑦ラストクレジットは12月28し1までに確認。  

こi．パッケージ〝）検討  
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1）ジャケット表面について   

①三好氏の写真は高額のため、貸出の依頼ができなかった。   

②候補の写真を持ち寄ったが、その中からは表紙の写真を決定できなかった。   

③顔ではなく、母の手を乳児が握っている写真を今週中に撮影する。   

2）ジャケット裏面について   

①裏面の写真はビデオのカット写真を使う。   

②リーフレットの予算がないため、ジャケット裏面にDVDの目的などの説明を入れる。   

③裏面に入れるDVD内容や協力者などは12月28日までに確認する。  

4．今後のスケジュール確認  

12月28日：文字入れ  

1月8日：ナレーション（17：00人形町のスタジオにて）  

マスターテープ完成  

1月10日：ジャケット完成  

2月中旬 ：コピー完了 → 発送  

5．その他  

報告書の作成について検討。  

＜第7回ビデオ作成検討委員会議事録＞  

日時 ：平成20年1月8日（火）17：00～21：00  

場所 ：STUDIO GLAO  
出席者：岡本委員長、長谷川、岡田、増田、ビデオ制作会社の方2名  

欠席者：菅沼、渡辺、加藤、越山、藤井、江角  

書記  ：増田（事務局）  

議事  

1．ナレーション吹き込み立会い  

2．音楽挿入立会い  

3．吹き込み内容検討及び修正立会い  
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4）制作スケジュール「赤ちやんとのふれ愛」   

（DVD製作スケジュール）  

6月   第1回ビデオ作成検討委員会   

7月   第2回ビデオ作成検討委員会   

第3回ビデオ作成検討委員会  

撮影VTR検討会  
10月  

京都撮影打ち合わせ  

京都撮影   
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嶺
川
瑚
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11ノ」   第4回ビデオ作成検討委員会   

12J二】   第5回ビデオ作成検討委員会   

昌二楽 、ナレーション録り  

マスターテープ 、メニュー画面、チャプター画面データー確認  
1JJ  

f）Vl）検，征盤による映像及び動作確認  

r）Vl）ブレス開始   

2月   りVr）ブレスプこj′   

（ナレーション及び音楽ミックススケジュール）  

月   
内容   

〔巌終試写及び最終シナリオ決定〕  

11月  
・メニュー画面 ジャケットデザイン案 確定   

〔巌・最終試写及び最・最終シナリオ決定〕  

12ノ」  ・メニュー 画面 ジャケットデザイン案 確定  

・音楽打ち合わせ   

1月10l1ジャケット、レーベルのデザインデータ一握出  

ジャケット印刷開始  

1」j  1J川ー旬  ナレーション録音、汁楽ミックス作業  

マスターテーープ完Jナ  

1月20し！  りVI）コピー開始   

2ノ］   2J川」旬 1）VI）コピー完1′   

5）作業経過  

H時   作業内容   

平成19年6」］5「1  第1回ビデオ作成検討委員会   

15 日  A氏に晒語の取材依頼（岩手県遠野市、不成功）   

18日  あゆみ助産院に撮影依楓〕カメラ子酎ナる。   

20 日  あゆみ助荏院 妊婦の集い擬影   

22「＝1  Ⅰう氏宅．彷間、おんぶ梶影依頼、兵児帯貸し山し、おんぶ練習   

26 し二：j  C氏妊婦健診根影   

30「」  Ⅰ〕氏から生後1隼5カ月間のホームビデオ届く   

7．Jj 3L］  第2回ビデオ作成検討委買会   

9H  Ⅰて氏出産・授乳撮影  

京都新ri目礼に“去ちかど’へホー ムビデオ公募投稿   

14ト1  E氏卜帖童撮影、ド氏廿1座主撮影   
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17 日  産裾の生活撮影   

18日  京都新聞社に“まちかど”へホームビデオ公募再投稿   

23日  京都新聞社訪問ホームビデオ公募依頼  

聖ヨゼフ整肢園にて、家森先生と撮影打ち合わせ   

24日  G氏出産ケア撮影   

26日  G氏産裾ケア撮影   

27日  B氏宅撮影、京都新聞社取材   

28日  G氏産裾ケア撮影   

8月9日  京都新聞社に、今回の撮影に関する記事掲載   

10日  めばえの会代表に面会し、9月例会で家森先生の撮影依頼   

24日  KBSラジオ出演し、ビデオ作成計画とホームビデオ募集   

9月1日  めばえの会にて家森先生の指導場面撮影、ⅠⅠ氏・Ⅰ氏出演依頼   

9日  J・K氏の授乳場面撮影   

12日  L氏宅で3ケ月撮影   

13日  L氏宅で寝返り場面撮影   

21日  あゆみ助産院院長・職員との撮影打ち合わせ   

22 日  M氏の抱っこ撮影   

10月1日  第3回ビデオ作成検討委員会   

4日  ベビーマッサージ会場下見、担当助産師と打ち合わせ   

5日  京都助産師会館にてベビーマッサージ撮影  

あゆみ助産院にて院長と池田助産師撮影   

7日  N氏授乳場面撮影（越山助産師指導）   

18日  第4回ビデオ作成検討委員会   

24日  あゆみ助産院で0氏母子の抱っこ撮影   

31日  B氏宅にて兵児帯おんぶの手順撮影   

11月9日  B氏宅にておんぶ紐の手順輯影   

12日  P氏宅にて新生児のうつ伏せを撮影   

20日  第5回ビデオ作成検討委員会   

12月17日  第6回ビデオ作成検討委員会   

1月8日  第7回ビデオ作成検討委員会   

10日  ジャケットデザインの確認   

22日  マスターテープ、メニュー画面、チャプター画面最終確認   
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3．【ビデオ（二DVD）作成シナリオ】  

1）「赤ちやんとの楽しいふれ愛」新生児編  

2）「赤ちやんとの楽しいふれ愛」乳児編  

－11－   



母
と
子
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
育
児
用
ビ
デ
オ
 
パ
ー
ト
①
 
 

『
赤
ち
ゃ
ん
と
の
楽
し
い
ふ
れ
愛
 
 

－
一
N
－
 
 
 

①
新
生
児
編
』
 
 
 

十
七
分
三
十
秒
 
【
シ
ナ
リ
オ
完
成
稿
】
 
 



②
出
産
と
産
後
 
 

●
松
井
さ
ん
の
お
産
 
 

・
家
族
で
囲
む
～
姉
が
け
の
汗
を
拭
く
 
 

ま
も
な
く
元
気
に
出
産
－
・
 
 
 

・
お
母
さ
ん
が
」
ド
か
け
て
泣
き
や
む
 
 
 

●
カ
ン
ガ
ル
ー
ケ
ア
 
 

●
初
回
授
乳
 
 

初
回
授
乳
 
 

●
お
け
さ
ん
、
赤
ち
や
ん
に
語
り
か
け
る
 
 

●
赤
ち
や
ん
を
覗
き
込
む
お
母
さ
ん
 
 

赤
ち
ゃ
ん
へ
の
惚
れ
込
み
 
 

産
後
二
日
 
 

●
わ
ら
べ
歌
を
歌
う
母
を
 
 

見
つ
め
る
赤
ち
や
ん
 
 

●
左
＃
院
長
の
コ
メ
ン
ト
 
 

あ
ゆ
み
助
産
院
 
 

左
古
か
ず
子
院
長
 
 
 

（
二
分
≠
十
秒
）
 
 

－
一
い
－
 
 
 

「
一
一
1
■
■
■
■
 
 

＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋   

お
は
あ
ち
や
ん
出
び
つ
く
り
L
L
∵
H
 
 

家
族
が
見
守
っ
て
い
る
申
で
、
松
井
さ
ん
が
ま
も
 
 
 

な
く
お
産
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
 
 

…
 
お
父
さ
ん
も
間
に
合
い
去
し
た
、
 
 
 

お
け
さ
ん
は
飽
き
る
こ
と
な
く
我
が
卜
を
見
つ
め
 
 
 

て
い
去
す
。
二
の
時
期
の
お
け
さ
ん
は
、
去
る
で
巣
 
 
 

籠
り
現
象
の
よ
う
に
、
赤
ち
や
ん
に
没
頭
し
て
い
た
 
 
 

り
 

い
気
ち
に
な
 

持
る
こ
と
が
あ
り
圭
す
 
ま
わ
の
人
 
 
 

達
が
そ
れ
を
助
け
て
あ
げ
る
と
、
赤
ち
や
ん
の
世
話
 
 
 

を
通
し
て
、
お
付
さ
ん
ら
し
い
気
持
ち
が
高
ま
っ
て
 
 

す
 
 

出
産
画
後
の
持
と
千
の
ふ
れ
あ
い
 
、
カ
ン
ガ
ル
 
 
 

ー
ケ
ア
の
抱
き
方
で
す
＝
お
母
さ
ん
の
肌
の
ぬ
ノ
＼
J
ぃ
 
 
 

り
と
心
臓
の
鼓
動
が
、
屑
接
赤
ち
や
ん
に
伝
わ
り
圭
 
 
 

妊
娠
中
に
、
上
く
わ
ら
べ
故
を
歌
っ
て
聞
か
せ
て
 
 
 

い
た
お
母
さ
ん
…
、
赤
ち
や
ん
は
じ
っ
と
お
母
さ
ん
 
 
 

を
比
つ
め
て
い
圭
す
 
 

赤
ち
や
ん
は
、
お
腹
の
中
で
」
㌣
を
聞
い
て
い
た
お
 
 
 

〓
さ
ん
だ
と
わ
か
る
の
で
し
L
う
わ
 

い
き
主
す
、
）
 
 

■
助
催
院
の
モ
ッ
ト
ー
は
？
 
 
 

「
け
さ
ん
ー
ニ
ち
や
ん
▲
▲
人
に
し
 

杭
に
 
お
ホ
山
証
か
け
ろ
 
お
 
 
 

さ
ん
け
ふ
∵
∵
た
机
て
ぷ
三
り
や
ん
を
美
感
、
＝
合
∵
∵
∵
を
か
汗
 
 
 

上
う
に
な
ろ
…
 
」
 
 

お
托
さ
ん
 
「
お
父
さ
ん
を
上
ノ
＼
待
っ
て
て
／
＼
れ
た
わ
 
ト
勅
り
が
し
一
■
リ
 
 

、
▲
 

十
二
い
な
！
何
で
 
幸
∴
二
h
け
だ
t
二
 
 

＋
 
 

ろ
一
 
 



－
一
心
－
 
 

「
 
●
．
－
 
 
 

＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋  

お
腹
の
中
か
ら
交
流
し
て
い
て
も
、
赤
ち
や
ん
が
 
 

な
ぜ
泣
く
の
か
わ
か
ら
な
い
こ
と
も
し
ば
し
ば
あ
り
 
 

ま
す
。
お
乳
や
お
む
つ
以
外
に
、
不
安
や
興
奮
で
泣
 
 
 

く
の
を
な
だ
め
る
に
は
、
抱
っ
こ
を
し
て
赤
ち
や
ん
 
 
 

の
気
持
ち
に
し
っ
か
り
寄
り
添
っ
て
あ
げ
ま
し
ょ
 
 
 

う
。
そ
の
た
め
に
い
ろ
い
ろ
な
抱
き
方
を
参
考
に
し
 
 
 

て
く
だ
さ
い
。
 
 
 

清
藤
さ
ん
の
お
父
さ
ん
が
、
大
ち
や
ん
を
な
か
な
 
 

か
な
だ
め
ら
れ
ま
せ
ん
。
 
 
 

助
産
師
の
声
掛
け
で
、
や
っ
と
落
ち
着
か
せ
る
こ
 
 
 

と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
抱
き
方
は
、
赤
ち
 
 
 

や
ん
が
と
て
も
安
心
し
ま
す
。
 
 
 

■
ビ
デ
オ
の
目
的
 
 

」
≦
、
∴
】
 
 
 



●
 
池
田
容
子
助
産
師
 
 

お
杜
さ
ん
に
抱
っ
こ
の
指
導
 
 

人
の
雰
囲
気
の
画
 
 

●
お
母
さ
ん
の
横
抱
き
 
 

横
抱
き
 
 

●
抱
っ
こ
の
グ
ル
ー
ー
プ
シ
ョ
ッ
ト
 
 

（
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
会
場
で
収
録
）
 
 

・
母
「
の
見
つ
め
合
い
 
 

・
吉
′
の
ト
ー
ン
に
つ
い
て
 
 
 

マ
ザ
ー
リ
ー
ズ
＝
赤
ち
ゃ
ん
に
呼
び
か
け
る
 
 

抑
揚
の
あ
る
高
い
声
 
 

縦
抱
き
 
 

－
一
？
－
 
 
 

一
ケ
〃
後
、
晴
藤
さ
ん
親
子
が
健
診
に
や
っ
て
き
 
 

ま
し
た
。
人
ち
や
ん
は
大
き
く
な
り
ま
し
た
。
 
 

お
付
さ
ん
が
助
産
師
に
抱
き
方
の
相
談
を
し
て
い
 
 
 

ま
す
っ
 
 

他
山
助
産
師
‥
 
 

こ
ん
ど
は
、
お
母
さ
ん
が
横
抱
き
を
し
て
み
ま
 
 
 

し
た
「
）
 
 
 

思
い
思
い
に
気
持
ち
を
電
ね
る
親
子
‥
㌧
 
 

抱
っ
こ
”
は
、
赤
ち
や
ん
と
の
一
体
感
が
得
ら
 
 

れ
る
有
効
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
で
す
。
 
 

縦
抱
き
の
指
導
 
 

＋    ＋    ＋    ＋    ＋    ＋       ＋    ＋    ＋    ＋     ＋    ＋     ＋       ＋     ＋    ＋    ＋  
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－
一
の
－
 
 
 

■
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■
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－
－
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■
■
■
■
－
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■
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－
■
■
■
■
－
●
■
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－
－
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■
■
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一
一
■
■
－
－
－
 
 

＋
 
…
越
山
さ
ん
‥
授
乳
の
ポ
イ
ン
ト
解
説
 
＋
 
＋
 
 
 

疲
れ
た
時
や
夜
な
ど
に
、
こ
う
し
た
楽
な
姿
勢
も
 
 

あ
る
の
で
試
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
そ
の
ま
ま
眠
る
こ
 
 

と
も
で
き
ま
す
。
 
 

■
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
も
兼
ね
て
 
 

赤
ち
や
ん
が
お
乳
を
探
し
て
い
ま
す
。
 
 
 

坐
っ
て
授
乳
し
て
い
る
時
と
同
じ
よ
う
に
、
お
母
 
 

さ
ん
と
赤
ち
や
ん
の
、
お
腹
と
お
腹
を
ぴ
っ
た
り
合
 
 

わ
せ
ま
し
ょ
う
。
 
 
 

赤
ち
や
ん
に
お
お
い
か
ぶ
さ
ら
な
い
よ
う
に
気
を
 
 

つ
け
て
…
。
 
 

授
乳
時
の
抱
き
カ
・
含
ま
せ
方
の
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
 
 
 

お
母
さ
ん
と
赤
ち
や
ん
の
、
お
腹
と
お
腹
を
ぴ
っ
 
 

た
り
合
わ
せ
ま
し
ょ
う
。
 
 
 

お
母
さ
ん
は
後
ろ
に
も
た
れ
て
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
 
 

ま
し
ょ
う
。
 
 

赤
ち
や
ん
が
大
き
な
口
を
開
け
た
ら
、
引
き
寄
せ
 
 

ま
す
。
 
 

生
後
八
目
の
、
い
ち
ほ
ち
や
ん
の
授
乳
で
す
。
 
 
 

授
乳
は
な
ん
と
い
っ
て
も
、
赤
ち
や
ん
の
生
活
の
 
 

中
心
。
そ
の
授
乳
が
お
母
さ
ん
に
と
っ
て
も
楽
し
い
 
 

幸
せ
な
時
間
に
な
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。
 
 



母
と
子
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
育
児
用
ビ
デ
オ
 
パ
ー
ト
②
 
 

『
赤
ち
ゃ
ん
と
の
楽
し
い
ふ
れ
愛
 
 

－
一
1
－
 
 
 

②
乳
児
編
』
 
 

十
九
分
四
十
秒
 
【
シ
ナ
リ
オ
完
成
稿
】
 
 



【
う
つ
ぶ
せ
】
 
ポ
イ
ン
ト
 
 

①
新
生
児
の
頃
か
ら
一
日
数
回
 
 

【
う
つ
ぶ
せ
】
 
ポ
イ
ン
ト
 
 

①
頭
が
重
い
の
で
、
お
尻
を
低
く
 
 

②
腕
を
肩
幅
に
寄
せ
る
 
 

③
必
ず
大
人
が
見
て
い
る
 
 

生
後
十
六
日
の
よ
う
ち
や
ん
 
 

【
体
の
軸
を
ま
っ
す
ぐ
に
す
る
姿
勢
】
 
ポ
イ
ン
ト
 
 

①
ヒ
ザ
に
の
せ
、
足
の
裏
を
合
わ
せ
る
 
 

②
頭
が
反
ら
な
い
よ
う
に
支
え
る
 
 

③
正
面
か
ら
名
を
呼
ぶ
 
 

④
目
が
合
っ
た
ら
、
ゆ
っ
く
り
横
に
移
動
 
 

●
新
生
児
の
う
つ
ぶ
せ
写
真
 
三
面
割
り
 
 
 

新
生
児
の
ゆ
う
ご
ち
や
ん
 
 

●
家
森
先
生
 
運
動
姿
勢
の
ポ
イ
ン
ト
 
 

聖
ヨ
ゼ
フ
医
療
福
祉
セ
ン
タ
ー
副
施
設
長
 
 

家
森
百
合
子
先
生
 
 

体
の
軸
を
ま
っ
す
ぐ
に
し
て
あ
げ
る
こ
と
が
 
 

3
ケ
月
ま
で
の
大
切
な
課
題
で
す
 
 

●
家
森
先
生
と
新
生
児
 
（
井
上
よ
う
君
）
 
 

②
赤
ち
ゃ
ん
の
力
を
引
き
出
す
方
法
 
（
六
 
 

う
ま
く
で
き
た
ゆ
う
ご
ち
や
ん
 
 
 

う
ま
く
で
き
ま
し
た
！
 
 

－
一
∞
－
 
 
 

生
後
十
六
日
の
よ
う
ち
や
ん
で
す
。
 
 

赤
ち
や
ん
の
体
の
軸
を
ま
っ
す
ぐ
に
す
る
姿
勢
を
 
 

紹
介
し
ま
す
。
 
 

＋
 
＋
 
‖
 
家
森
先
生
の
実
演
・
解
説
‥
 
 

体
の
軸
を
ま
っ
す
ぐ
に
す
る
 
 

体
の
軸
を
ま
っ
す
ぐ
に
す
る
姿
勢
の
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
 
 
 

お
母
さ
ん
の
ヒ
ザ
に
乗
せ
、
赤
ち
や
ん
の
足
の
裏
 
 

を
合
わ
せ
ま
し
ょ
う
。
 
 

頭
が
反
ら
な
い
よ
う
に
支
え
ま
す
。
 
 
 

正
面
か
ら
名
前
を
呼
び
ま
し
ょ
う
。
 
 

目
が
合
っ
た
ら
、
ゆ
つ
く
り
横
に
移
動
し
ま
す
。
 
 
 

う
ま
く
で
き
ま
し
た
。
こ
こ
で
、
き
っ
と
家
族
の
 
 

歓
声
が
あ
が
り
ま
す
。
 
 
 

先
生
 
「
四
ケ
月
検
診
で
何
か
お
か
し
い
と
感
じ
る
赤
ち
や
ん
‥
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＋
 
 

は
、
体
の
軸
が
曲
が
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
そ
れ
を
臭
っ
直
‖
 
 

＋ ＋  

う
つ
ぶ
せ
は
新
生
児
の
頃
か
ら
、
一
日
数
回
行
い
 
 

ま
し
ょ
う
。
 
 

泣
い
た
り
、
眠
っ
た
ら
や
め
ま
し
ょ
う
。
 
 

生
後
十
三
目
の
ゆ
う
ご
ち
や
ん
。
赤
ち
や
ん
は
一
 
 
 

ケ
月
を
過
ぎ
る
と
、
 
お
乳
以
外
で
泣
く
こ
と
が
多
く
 
 

な
る
の
で
、
う
つ
ぶ
せ
遊
び
は
と
て
も
役
に
立
ち
ま
 
 

す
。
こ
れ
は
、
呼
吸
や
晴
乳
、
運
動
機
能
な
ど
の
発
 
 

達
に
も
有
効
で
す
。
 
 

う
つ
ぶ
せ
の
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
 
 
 

頭
が
重
い
の
で
段
差
を
少
し
っ
け
て
、
お
尻
を
低
 
 

く
し
ま
し
ょ
う
。
 
 

腕
を
肩
幅
に
寄
せ
ま
す
。
 
 
 

必
ず
大
人
が
見
て
い
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
 
 

ぐ
に
し
て
あ
げ
る
こ
と
が
三
ケ
月
ま
で
に
必
要
…
」
 
 



●
1
ケ
月
の
そ
う
ち
や
ん
 
（
石
黒
そ
う
し
ポ
）
 
 
 

・
先
生
と
 
 
 

暗
譜
を
誘
う
高
い
声
 
 

【
散
歩
や
食
卓
を
囲
む
と
き
の
抱
き
方
】
 
 

ポ
イ
ン
ト
 
 
 

①
大
人
と
同
じ
方
向
を
見
る
よ
う
に
抱
く
 
 

②
片
手
で
お
尻
を
支
え
、
他
の
腕
で
体
を
支
 
 
 

え
る
 
 
 

③
赤
ち
ゃ
ん
の
ヒ
ジ
を
前
に
 
 

【
卜
に
寝
か
せ
て
話
す
場
人
〓
】
 
ポ
イ
ン
ト
 
 

ま
っ
す
ぐ
向
き
合
い
、
目
を
見
て
話
か
け
る
 
 

③
日
常
生
活
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
 
 

（
▲
 
分
四
十
秒
）
 
 

●
二
．
ケ
月
の
そ
う
ち
や
ん
 
 

拉
の
幡
で
お
話
～
お
訪
い
っ
ば
い
 
 

●
絵
本
を
見
る
 
 

苗
色
の
ひ
よ
こ
で
興
奮
す
る
 
 

●
屋
外
の
歩
き
～
電
車
を
見
に
行
く
 
 
 

－
一
∽
－
 
 
 

「
■
■
－
■
■
■
■
二
■
■
■
－
■
1
■
●
■
■
■
■
一
－
1
■
■
 
 

再
び
先
生
か
ら
赤
ち
や
ん
と
の
、
い
ろ
い
ろ
な
関
 
 
 

わ
り
方
を
聞
き
圭
し
ょ
う
、
J
 
 

そ
う
ち
や
ん
は
一
▲
ケ
月
。
 
 

こ
の
頃
に
な
る
と
顔
を
見
て
笑
い
、
ア
ー
ウ
ー
の
 
 

略
語
が
出
て
き
ま
す
。
 
 

し
か
け
ま
し
［
う
。
 
 

二
ケ
月
に
な
っ
た
そ
う
ち
や
ん
は
、
と
て
も
よ
く
 
 

お
母
さ
ん
の
表
情
を
読
み
取
り
ま
す
〝
ノ
 
そ
し
て
、
答
 
 

え
て
く
れ
る
人
に
、
こ
ん
な
に
い
っ
ぱ
い
お
話
し
て
 
 
 

い
ま
す
 

外
は
わ
く
わ
く
す
る
未
知
の
仲
界
‥
㌧
 
 
 

そ
う
ち
や
ん
、
じ
つ
と
電
車
を
見
送
っ
て
い
圭
す
 
 
 

散
歩
を
始
め
た
一
ケ
月
頃
と
は
だ
い
ぶ
変
わ
っ
て
 
 
 

き
蓋
し
た
。
 
 

散
歩
や
食
卓
を
囲
む
と
き
の
抱
き
万
の
ポ
イ
ン
ト
で
す
 
 

大
人
と
同
じ
ん
向
を
見
る
よ
う
に
抱
き
蓋
し
上
う
 

片
手
で
お
尻
を
支
え
、
他
の
腕
で
体
を
支
え
圭
す
 

赤
ち
や
ん
の
ヒ
ジ
を
前
に
目
し
て
支
え
圭
し
土
う
 
 

卜
に
寝
か
せ
て
話
す
場
八
［
の
ポ
イ
ン
ト
で
す
 
 

赤
ち
や
ん
と
ま
っ
す
ぐ
向
き
合
い
、
口
を
見
て
謡
 
 
 

絵
本
も
人
好
き
…
 

黄
色
い
ひ
よ
こ
が
気
に
人
っ
て
い
る
よ
う
で
す
 

尖
演
、
解
説
＝
卜
に
寝
か
せ
て
話
十
ん
法
 
 

実
演
、
解
説
‥
散
歩
や
食
卓
を
囲
む
抱
き
ん
 
 

■
 
■
 
l
 
■
 

■        ＋       ＋       ＋  



－
N
O
－
 
 
 

＋ ＋   

七
ケ
月
の
り
ゆ
う
ち
や
ん
の
お
母
さ
ん
が
、
お
ん
 
 
 

ぶ
を
し
て
盆
踊
り
の
稽
古
を
し
て
い
ま
す
。
り
ゆ
う
 
 

ち
や
ん
が
随
分
喜
ん
で
い
ま
す
。
一
緒
に
踊
り
に
行
 
 
 

く
の
が
楽
し
み
で
す
ね
。
 
 

お
ん
ぶ
の
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
 
 

首
が
坐
っ
て
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。
 
 

赤
ち
や
ん
の
脇
に
帯
を
通
し
て
、
高
い
位
置
に
背
 
 

負
い
ま
す
。
 
 

赤
ち
や
ん
の
足
は
し
っ
か
り
開
き
ま
し
ょ
う
。
 
 

固
定
す
る
ま
で
は
、
ず
り
落
ち
な
い
よ
う
注
意
し
 
 
 

ま
し
ょ
う
。
 
 

■
ど
う
し
て
お
ん
ぶ
す
る
の
で
す
か
？
 
 

赤
ち
や
ん
は
、
目
覚
し
く
発
達
す
る
時
期
と
、
そ
 
 
 

の
後
に
続
く
訳
も
な
く
む
ず
か
る
時
期
を
、
何
度
も
 
 
 

く
り
返
し
な
が
ら
成
長
し
ま
す
。
こ
ん
な
時
、
お
母
 
 
 

さ
ん
の
背
中
で
一
緒
に
行
動
で
き
る
お
ん
ぶ
は
、
一
 
 
 

人
に
と
つ
て
、
と
て
も
嬉
し
い
方
法
で
す
。
 
 

こ
う
し
た
作
業
の
時
に
も
、
お
ん
ぶ
は
便
利
で
す
。
 
 
 

あ
き
ち
や
ん
、
い
つ
の
ま
に
か
お
母
さ
ん
の
背
中
 
 
 

で
夢
の
中
‥
・
。
 
 

「
お
ん
ぶ
を
し
た
ら
ラ
ク
チ
ン
、
ラ
ク
チ
ン
で
ー
す
」
 
 

お
ん
ぶ
の
た
め
の
紐
に
も
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。
 
 

発
達
に
応
じ
て
使
い
分
け
ま
し
ょ
う
。
 
 

些r  ノ；－一l  一 ！ ＝＝＝＝－＝・＝妄こ ▼・J」’ ∵  



－
N
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1
 
 
 

（
牛
几
牛
 
オ
イ
ル
を
塗
っ
て
く
だ
さ
い
」
）
 
 
 

触
れ
る
二
と
は
親
子
関
係
を
育
て
る
う
え
で
、
欠
 
 

か
せ
な
い
重
要
な
表
現
で
す
〕
．
上
供
を
満
ち
足
り
た
 
 

気
持
ち
に
さ
せ
、
親
自
身
も
幸
福
感
を
感
じ
る
よ
い
 
 
 

機
会
と
な
り
圭
す
 
 
 

マ
ッ
サ
ー
ジ
を
す
る
間
、
た
え
ず
ア
イ
・
コ
ン
タ
 
 
 

ク
ト
を
と
り
、
話
し
か
け
た
り
す
る
こ
と
で
、
親
耗
 
 

な
閑
係
を
築
き
、
親
子
の
維
を
深
め
ま
す
。
 
 
 

家
で
一
▲
人
で
も
で
き
圭
す
が
、
二
う
し
て
会
場
に
 
 

川
か
け
て
、
大
勢
の
親
子
と
交
流
す
る
こ
と
も
と
て
 
 
 

も
楽
し
い
二
と
で
す
。
 
 

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
会
場
で
す
。
一
▲
ケ
月
か
ら
 
 

一
茂
頃
ま
で
の
赤
ち
や
ん
が
い
ま
す
′
J
 
 
 

、
ヘ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
は
母
と
「
の
、
と
て
も
よ
い
 
 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
の
ひ
と
つ
で
す
。
 
 

■
始
め
た
ね
ら
い
 
 



「
一
■
■
■
 
 
 

－
N
N
－
 
 背

中
で
盆
踊
り
を
楽
し
ん
で
い
た
り
ゆ
う
ち
や
 
 

ん
は
三
蔵
四
ケ
月
…
、
家
族
で
動
物
園
に
来
て
い
ま
 
 

す
。
 
 

初
め
て
見
る
ヤ
ギ
が
恐
い
様
子
…
、
 
 
 

お
母
さ
ん
に
促
さ
れ
ま
す
。
 
 
 

お
母
さ
ん
を
信
頼
し
き
っ
て
い
る
の
で
、
大
変
な
 
 

冒
険
も
で
き
ま
し
た
。
 
 

ゆ
う
と
君
、
撫
で
る
動
作
は
で
き
な
い
の
で
す
が
、
 
 

触
り
方
が
や
さ
し
く
な
っ
て
、
小
さ
い
子
へ
の
配
慮
 
 
 

が
で
き
ま
し
た
。
 
 

ゆ
う
と
君
と
ミ
ル
ち
や
ん
で
す
。
 
 
 

「
こ
ん
に
ち
は
」
 
を
す
る
ミ
ル
ち
や
ん
。
 
 
 

ゆ
う
と
君
は
体
重
計
に
と
て
も
興
味
を
持
っ
て
い
 
 

ま
す
が
、
ち
ょ
つ
と
気
に
し
て
大
人
の
顔
を
振
り
向
 
 

き
ま
し
た
。
 
 

こ
ん
ど
は
、
ペ
 
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
足
で
蹴
っ
て
遊
び
 
 

始
め
ま
し
た
。
ふ
だ
ん
、
お
母
さ
ん
が
ス
リ
ッ
パ
な
 
 

ど
を
足
で
よ
け
る
の
を
見
て
、
そ
れ
を
真
似
す
る
よ
 
 
 

う
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。
 
 
 

こ
の
時
期
、
子
供
は
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
し
な
が
 
 

ら
、
身
近
な
大
人
に
、
振
り
返
っ
て
相
談
し
ま
す
。
 
 

こ
の
確
認
行
動
を
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
レ
フ
ア
レ
ン
シ
ン
 
 

グ
と
言
い
、
こ
の
時
、
大
人
に
あ
た
た
か
く
見
守
ら
 
 

れ
る
体
験
が
社
会
性
を
育
み
ま
す
。
 
 

■
ま
と
め
 
 
 

※
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
兼
ね
て
 
 

．
 ∃
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